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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月26日(2017.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式（Ｉ）：

【化１】

を有する化合物、または薬剤的に許容できるその塩であって、式中：
　Ｒ１は、水素またはＣ１－Ｃ６アルキルから選択され、かつ
　Ｒ２は、－ＯＨまたは－Ｏ（ＣＯ）（ＣＨ２）ｎＣＨ３から選択され、ここで、ｎは０
～３４の値であり、
　ただし、Ｒ１が水素である場合、Ｒ２は－ＯＨとなり得ない、
化合物。
【請求項２】
　Ｒ１が、Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、かつ
　Ｒ２が、－ＯＨまたは－Ｏ（ＣＯ）（ＣＨ２）ｎＣＨ３から選択され、ここで、ｎは０
～３４の値である、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ｎが０～１４の値である、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　式（ＩＩ）：
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【化２】

を有する、請求項２に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１が－ＣＨ３であり、かつ、Ｒ２が－ＯＨである、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ１が、－ＣＨ３であり、かつ
　Ｒ２が、－Ｏ（ＣＯ）（ＣＨ２）ｎＣＨ３から選択され、ここで、ｎは０～３４の値で
ある、
請求項４に記載の化合物。
【請求項７】
　ｎが０～１４の値である、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　ｎが１０である、請求項７に記載の化合物であって、該化合物が、ドデカン酸４－（（
（６Ｓ，９Ｓ）－１－（ベンジルカルバモイル）－９－メチル－８－（ナフタレン－１－
イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ［１，２－ａ］ピリミジ
ン－６－イル）メチル）フェニルである、化合物。
【請求項９】
　酢酸４－（（（６Ｓ，９Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－９－メチル－
８－（ナフタレン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ
［１，２－ａ］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　ヘキサン酸４－（（（６Ｓ，９Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－９－メ
チル－８－（ナフタレン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピ
ラジノ［１，２－ａ］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　ドデカン酸４－（（（６Ｓ，９Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－９－メ
チル－８－（ナフタレン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピ
ラジノ［１，２－ａ］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　パルミチン酸４－（（（６Ｓ，９Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－９－
メチル－８－（ナフタレン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－
ピラジノ［１，２－ａ］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　酢酸４－（（（６Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－８－（ナフタレン－
１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ［１，２－ａ］ピリ
ミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　ペンタン酸４－（（（６Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－８－（ナフタ
レン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ［１，２－ａ
］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　ノナン酸４－（（（６Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－８－（ナフタレ
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ン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ［１，２－ａ］
ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　ドデカン酸４－（（（６Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－８－（ナフタ
レン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ［１，２－ａ
］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；
　トリデカン酸４－（（（６Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－８－（ナフ
タレン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ［１，２－
ａ］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル；および
　パルミチン酸４－（（（６Ｓ，９ａＳ）－１－（ベンジルカルバモイル）－８－（ナフ
タレン－１－イルメチル）－４，７－ジオキソオクタヒドロ－１Ｈ－ピラジノ［１，２－
ａ］ピリミジン－６－イル）メチル）フェニル
からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物または薬剤的に許容できるその塩、および
、任意に薬剤的に許容できる担体を含む、治療組成物。
【請求項１１】
　前記化合物の有効量を含む、請求項１０に記載の治療組成物。
【請求項１２】
　前記化合物がＣＢＰ／β－カテニン拮抗剤である、請求項１１に記載の治療組成物。
【請求項１３】
　前記ＣＢＰ／β－カテニン拮抗剤の前記有効量が、対象の少なくとも１つの組織区画ま
たは組織型について体性幹細胞の、対称分裂と比較して、または、対称分裂を犠牲にして
、非対称複製分裂の数の増加を提供するのに十分な量である、請求項１２に記載の治療組
成物。
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